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研究課題 信頼される学校の創造 安全・安心な学校づくり 

 

Ⅰ 研究実践を通して目指しているもの 
 

Ⅱ 研究内容 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 
次年度開校４０周年を迎える本校は、開校より地域の方々に温かく支えられ見守られている。

特に登校時は、交通指導員ならびに地域町内会の交通安全ボランティア合わせて約２０名の方が

毎朝通学路に立ち児童を見守っているため、これまではもちろん、平成２９年２月に盤渓北ノ沢

トンネルが開通し交通量が倍増した現在でも、児童は事故なく安全に登校することができている。

しかし、トンネル開通に伴う地域活性化によって、今後は交通量がさらに増えることやトラック

等大型車の運行が予想される。そのため、子ども一人一人が自ら身を守る力を育むことは喫緊の

課題である。また、不意に起こる災害への対策も想定される最悪の事態に備えておくことが大切

である。そこで、子どもが自ら安全マップづくりに取り組んだり、危険を予測できるような体験

的学習に取り組んだりして、本校の子どもの自助意識や実践力を高めること

を目指した。さらに、子ども一人一人の安全を確保するためには、校内にお

ける情報の管理や緊急時に対応できる体制づくりが必要不可欠である。この

ため、安全管理の環境を整えるとともに、職員間で共有できるようにした。 

 

 

 

１ 安全マップづくりの取組 
～総合的な学習の時間「福井をもっと調べ隊」（３年）～ 

単元の導入に町内会長の「盤渓北ノ沢トンネルが開通して

車の量が去年の３倍以上に増えています。」という話を提示し

「福井のまちは安全なのか。」という問いを育んだ。自分なり

の予想をもとにまちの様子を調べたり、登下校を見守ってい

ただいている方々から話を聞いたり、それをマップに表した

りする活動を通して、自分たちの安全を守るために地域には

様々な人や設備が関わっていることに気付いていった。 

さらに、完成した安全マ

ップを地域の方や全校にＰ

Ｒする活動を通して、身を

守るためにはどうしたらよ

いのか自分なりに考え、発

信していくことができた。 

地域や関係機関との連携を生かした子どもが自ら身を守る

力を育む活動の創造と学校安全管理の取組 
札幌市立福井野小学校 代表者 菅野 光明 



Ⅲ 研究の成果と課題 

Ⅱ 研究内容 

２ 防災アプリの体験学習 ～社会科「情報化した社会とわたしたちの生活」（５年）～ 

札幌市は情報ネットワークを活用して災害に備える取組を始めて

いる。危機管理対策室がサポートしている「札幌市防災アプリ『そな

え』」である。本校では、危機管理対策室の方をお招きし、開発の意図

やアプリの内容を説明していただいた後、実際にタブレットを使用し

た。 

掲示板の写真にタブレットをか

ざし、災害が起こる危険性がある

場所については被害の様子を映像

でイメージできるようにした。さらに、なぜ被害が起こったの

か友達と交流することで、危険を予測したり災害時における

適切な行動を考えたりすることができた。 

 

３ 安全管理の取組 
子どもの安全を守るために、個人情報の保護に配慮しつつ教職員全体で情報を共有したり対応

したりできるように、下記のように職員室環境を整えた。 

（１）職員室内の区分け…個人情報管理区域の設置・教職員専用掲示板・緊急持ち出しカゴ 

 職員室の片側半分に個人情報に関わるものを

整備し、教職員以外は立ち入れないようにした。

また、そこには、救急箱、児童調査票や個別の

対応が必要な児童の情報をファイルしたものを

一つにまとめた緊急持ち出しカゴや緊急情報の

共有化を図る掲示板（名簿事故等の経緯を時系

列に書いていく等）を置き、素早い情報共有と

緊急時対応ができるようにした。 

（２）職員室中央のホワイトボード…出欠状況・アレルギー対応 

 ホワイトボード掲示板には普段校務支援システムのス

ケジュールがプロジェクターによって映し出されている。

運動会前にはそこに 1時間ごとの天気を映し出したり、保

護者引取訓練の際には時程や指導内容を表示したりと重

要な情報を視覚化して共有できるようにしている。また、

その横には、各学級の欠席・遅刻・早退する子どもの氏名

を色分けして表示している。理由も追記しているので、担

任との情報交流や学校全体の状況把握にも役立つ。さら

に、アレルギー対応が必要な子どもとその対応の仕方につ

いてマグネットで記し、全ての教員が教室に入った際に対応できるようにしている。 

（３）トランシーバーと担任外の動向表 

 校長・教頭、担任外、養護教諭は常に携帯するようにし

ている。校内で緊急事態が起こった場合は、その状況を職

員室へ伝えたり、対応の要請をしたりする。そうすること

で、近くにいる職員あるいは養護教諭が素早く現地に出向

いて対応したり、職員室からは関係機関に連絡をしたりす

ることができる。担任外の動向表を職員室中央に掲示して

おくことも素早い対応に役立つ。 

 

 

 

 安全マップ作りの取組や防災アプリを活用した体験的な学習は、子どもが自ら安全に生活しよ

うとする態度を育むことにつながった。また、安全管理の取組も職員間の情報共有や素早い対応

につながった。今後も、地域や関係機関との連携を図りながら取組を継続し、子ども一人一人の

実践力を高めていきたい。 
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